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201間門（平成23年）3月壌6日日本　　下　　水　　道　　新聞点検6調査の優先度判定：について，日本水工設計出離二三董謹古川富章養寿命化検討籔域の設建威不習合の発生確率　　　不翼合1こよる被塞規模　　　　　　　串ドFﾕ／r金額」不異禽リス騰攣緬懐ガ灘硯場条件鵬　優先順位の設燈ド了プ点検・調査優先農琴腱点検・調査優先度判定フローの黛翻再調露玉熱鷲質量欝漿犠！立されたものはありません。このため、当社では、定量的な「金額」評価によるr不興合リスク評価櫨（武圭）」の算定および活用方法等の研究をすすめ、実績を蓄積しています。不異合リスク評価値諜不異舎の発生確率×不具合による被害規模一　（式1）　この「不興合リスク辞価櫨」には、　f点数」と「金額」の2種類があります。　ド不興合の発生確率」は布設年数等から、推定します。「不興合による弓筈規模」は「点数」とr金額」で箪出方法が異なります。　畳数」は、管種、管径、埋設環境等を点数で集計します。　一方、　「金額」は、　「�@道路陥没による復旧工事費」に加え、「�A近接構造物および地下埋設物への影響」、　「�B車両交通への影響」、「�C生活環境への影響」等の社会的な影響を金額換算します。．　「金額」による「不異合リスク評価値」は、　『点数」と比べ、より定量的な優先度判定が可能になります。　「点数」の場合、　「金覆が分からないため、適切な評価を行うことができません。　r金目が分かれば、対象路線を縮小する等の適切な計画立案が可能になります。一般的に、中小都布では、　「金額」が安価なため、対象路線を絞り込むことが容易です。　こうした「金額」による「不興合リスク評価｛翻に、倥隠蟹糊地や聴両交通量等の現場条件の違いを反映させることも璽要です。このような現場条件に含つた優先魔判定は、点検。調査の立案から、修繕、布設替え、改築、維持管理計磁等、一連の長寿命化計画全体の優先度判定に活用出来、限られた予算の中で、効率的かつ効果的な事業投資が可能になります。今後、当社では、地域特性や予箪田川等、各自治体の実摘に合った長薄命化計画の策定に取り組んで行きたいと思います。｝に

